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セイタカアワダチソウに形成する生体鉱物

小西あゆ香・佐藤隆・渋谷史・中野浩輔・

2

永田貴洋・小林民夫・田崎和江

金沢大学理学部地球学科

金沢大学大学院自然科学研究科

目的

セイタカアワダチソウ（‘助"thg℃a"iSsimaノは外来種で繁殖力が強<,日当た

りがいいところに多く繁茂している.繁殖力の強さを調べるためにセイタカアワ

ダチソウを各部位に分けて、生体鉱物の存在を観察し分析を行う.形成している

生体鉱物の種類や量,形などをさまざまな角度から観察した結果を報告する.そ

の結果どのような土地・気候条件で生息することができるかを明確にし,どんな

利用法があるかについて考える．

セイタカアワダチソウとは

｣"Zitなgりaﾉ姉s伽a.キク科アキノキリンソウ属.北アメリカ原産で明治30年

頃に渡来した帰化植物.各地の土手や荒地にはえる多年草で,地下茎を伸ばして

よく増える.戦前に観賞用に栽培され,すでに1937年には逸出していたが,戦後に

京阪神や九州北部に広がって大群落をつくるようになった.現在では関東や中部

地方にも広がっている（牧野,1996).蜜蜂協会指導者が本種の蜜源価値のため

各地で増殖したため繁殖分布が広くなったといわれる．

プラント・オパールとは

イネ・タケ・ヨシ・ススキなど,イネ科植物中には珪質化した細胞が存在し,植

物が枯死したあとも土壌中に化石として残る.プラント・オパール('PlantOpal''

あるいは"Phytolith'')は,土壌中に残された植物珪酸体（シリカボディ）の総称で

ある.イネ科以外でもカヤツリグサなどの草本からカシなどの樹木まで,プラ

ント・オパールの給源になる植物は多い．
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セイタカアワダチソウの採集地点

試料採集の場所は,石川県金沢市角

間町金沢大学角間キャンパス内であ

る（北緯36｡33=08",東経136｡42/

04〃）周辺の環境は,山から流れ出た沢

沿の東向きの斜面であり,セイタカア

ワダチソウ・クズ・ススキが生息して

いる（図1）．平成7年に大学が角間に

移転したため山林が伐採された．

…
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図1セイタカアワダチソウの採集地点

実験方法

セイタカアワダチソウの生体鉱物の存在を確かめるため、まず試料を乾燥さ

せ粉末にし、エネルギー分散型蛍光X線分析(ED-XRF)を用いて分析を行った。

次に、粉末X線回折分析(XRD)を用いて分析を行った。しかし、植物の大部分

がCとHでできているので600℃、800℃で12時間焼成してCとHをとばして

鉱物を濃集し、検出しやすくした上でX即を用いて再度分析を行った。また高

温にすることで非晶質のプラント・オパールを結晶化させることが推測された。

更に操作型電子顕微鏡(SEM)を用いて観察を行った。

ト

結果と考察

①エネルギー分散型蛍光X線分析(ED-XRF)

セイタカアワダチソウの花,葉茎,根の各部分の構成元素を調べた．

セイタカアワダチソウ中には,Si･K･Caが全般的に大きな割合を占めている

ことが明らかになった葉,茎根の部分ではCaが一番多く含まれており,花の部

分ではKが一番多く認められた.特にSiは葉に多く含まることから葉に多くの

生体鉱物が含まれているのではないかと考えられる.また,Ca｡Kに関してもそれ

ぞれの部分について生体鉱物を作っていることが示唆される．

さらに,600℃焼成した後に再び分析をおこなったところ,どの部分も焼成前と

構成元素の変化はほとんどなく含有の割合も変化が認めらなかったよって,焼

成実験では鉱物を構成する元素ではなく,CとHだけが熱によってとぽされたと

考えられる

600･C花の部分 600･C葉の部分
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600℃茎の部分 600･C根の部分
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図2．600℃で焼成したセイタカアワダチソウの構成元素

また,さらに800℃で焼成した後に再び分析を行ったところ,600℃と同様に娚

前との構成元素の変化はほとんどなく含有の割合も変化が認められなかった

800℃で焼成した後に再び分析を行ったところ,600℃と同様に焼成

800･C花の部分
800℃葉の部分
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図3800℃で焼成したセイタカアワダチソウの構成元素

①粉末X線回折分析(XRD)

ED-XRFの結果からSiの量が一番多かった葉のデータを分析した4.

にバックグラウンドが盛り上がるような幅の広いブロードな反射が胃

ED-XRFの結果からSiの量が一番多かった葉のデータを分析した4.1Aの付近

にバックグラウンドが盛り上がるような幅の広いブロードな反射が認められた．

また,3.34Aに石英の反射が検出された.従って,葉に含まれる鉱物は非晶質の

鉱物であるオパールAと石英の結晶である．

さらに,600℃で焼成した後に再び分析を行ったところ,石英と長石とKClが認
められた．
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図4．600℃で焼成したセイタカアワダチソウのXRDの結果

③焼成

植物の大部分が炭素と水素でできているためそれ以外の鉱物が微量にしか検

出されなかった.そこで植物を高温で焼く事によって炭素と水素をとばして鉱

物を濃集させて検出しやすくするために焼成実験を行った.また,高温にするこ

とで非晶質のプラントオパールを結晶化させることが推測された.600℃と

800℃でそれぞれ花,葉,茎根を焼成した.含有成分を,ED-XRFで分析したが焼成

する前後では大きな変化は認められなかった．

④走査型電子顕微鏡観察

600℃で形を残したまま12時間焼成した（姿焼き）花・葉・茎・根並びに,乾

燥させて細かく刻んだ葉の表と裏・花の様子を走査型電子顕微鏡で観察

した.600℃で焼成した花のSEM像を図5に示す.図中の立方体部分にKCIが含

まれていた.花のさやとみられる部分にはリン酸カルシウムが含まれ,Mgも多く

含まれている

図5．600℃で焼成した花のSEM像
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花の化学組成

(図中立方体部分）
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乾燥させた葉の表面のSEM像を図6に示す.表面には,中が空洞になった三角

錐の突起が認められる.特に突起の部分にSiが多く認められた.一方,周辺にも

Siが認められるが微量である.また,裏側にも突起はあるが,気孔が多いのが特徴

である．
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図6．乾燥させた葉の表面のSEM像

600℃で焼成した葉の表面のSEM像を図7に示す突起の先端には球状の物

体が多く観察された.この球体は,プラントオパールが高温により変質して固化

したものと思われる.一方裏面は気孔の痕跡を残している．

図7．600℃で焼成した葉の表面のSEM像
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600℃で焼成した茎のSEM像を図7に示す．全体的に繊維状となってい

た

図7．600℃で焼成した茎のSEME

600℃で焼成した根のSEM像を図8に示す.頑丈なセルロースが確認さ

れた

図8．600℃で焼成した根のSEM像
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セイタカアワダチソウの他感作用（アレロパシー）

～植物の成長度合いに焦点を当てて～

金沢大学理学部地球学科

千保翼・守屋貝1孝・稲垣有香・田崎和江

1はじめに

現在農業分野において、無添加無農薬の栽培方法が盛んになり始めている。そ

のなかで植物の他感作用を禾|｣用した除草剤や肥料(緑肥)の開発が行われている。

だが、コストパフォーマンスの低さから実用化には至っていない。そこで本研究

では、植物の成長度合いによって他感作用に強弱があるのではないかと考え、そ

れによって除草剤や肥料を作るうえでのコストパフォーマンスの低さを補うこと

を目標とした｡

どんな植物を利用しようか考えていると、目に飛び込んできたのは角間の山々

に生い茂るセイタカアワダチソウであった。しかもセイタカアワダチソウは、他

感作用を持つことで有名（＊）であることがあることが後で分かり、本研究で利

用した植物はセイタカアワダチソウに決定した。

＊セイタカアワダチソウの他感作用

セイタカアワダチソウは根及び地下茎からシスーデヒドロマトリカリアエステ

ルを発散し、他の植物（特にイネ科植物）に対し発芽抑制作用を引き起こすこ

とが解っ,ている。(Rice,1991)

2実験内容

（1）準備

・・・セイタカアワダチソウの採取

・・・研究用植物の確保

↓

（2）観察及び測定

・・・吸収抑制作用を見るための植物土壌のED･XRF

・・・発芽抑制作用を見るための植物種子の発芽観察

↓

（3）考察

・・・観察結果及び測定結果から考察を行う

以上の流れで実験を行った。
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